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1.  平成21年9月期第3四半期の業績（平成20年10月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第3四半期 2,329 ― △435 ― △398 ― △563 ―
20年9月期第3四半期 4,608 ― 402 ― 420 ― 257 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年9月期第3四半期 △103.10 ―
20年9月期第3四半期 47.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第3四半期 7,277 5,033 69.2 921.70
20年9月期 7,679 5,642 73.5 1,033.17

（参考） 自己資本   21年9月期第3四半期  5,033百万円 20年9月期  5,642百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― 8.50 ― 8.50 17.00
21年9月期 ― 0.00 ―
21年9月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成21年9月期の業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,095 △49.7 △668 △228.8 △630 △218.4 △1,196 △895.9 △219.01
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３頁「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３頁「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第3四半期 5,491,490株 20年9月期  5,491,490株
② 期末自己株式数 21年9月期第3四半期  30,634株 20年9月期  30,574株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年9月期第3四半期 5,460,875株 20年9月期第3四半期 5,481,767株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は、業績
の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。 
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
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 昨秋の世界同時不況以降に各国で打ち出されてきた景気刺激策の効果が徐々に現れ始め、世界経済は景気底入れに

近づきつつあります。 

 当社が関わる電子部品業界においては、設備投資の延期・凍結が継続して行われる中で、一部のデバイスメーカー

の先端技術に対する投資が再開し始めたことにより、製造装置メーカーの受注は第２四半期と比較して回復傾向にあ

るものの、依然として厳しい環境で推移いたしました。 

 このような業界動向のもと、当社の売上高は第２四半期の大幅な受注低迷の影響から、前年同期に比べ全事業にお

いて低調に推移いたしました。また、利益面も同様の影響により低調に推移いたしました。 

 その結果、当第３四半期累計期間の売上高は23億29百万円、営業損失は４億35百万円、経常損失は３億98百万円、

四半期純損失は５億63百万円となりました。  

  

 当第３四半期末における「資産合計」は、長期預金を計上しましたが、売上高減少に伴う売掛金の減少及び、受注

減少に伴うたな卸資産の減少等により前期末に比べ４億１百万円減少し72億77百万円となりました。 

 また「負債合計」は、受注の減少に伴い買掛金は減少しましたが、借入れを行ったことにより前期末に比べ２億７

百万円増加し22億44百万円となりました。「純資産合計」は、四半期純損失の計上により前期末に比べ６億８百万円

減少し50億33百万円となりました。  

 （キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期会計期間末におけるキャッシュ・フローについては、現金及び現金同等物は12億93百万円となりまし

た。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純損失が５億13百万円、仕入債務が６億79百万円減少しまし

たが、売上債権が７億49百万円、たな卸資産が３億27百万円減少したこと等により４億51百万円のキャッシュ・アウ

トとなりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、国債が５億円償還されましたが、定期預金の預入を９億43百万円、長期預

金の預入を８億40百万円行ったこと等により13億25百万円のキャッシュ・アウトとなりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金を14億円行いましたが、借入金を１億16百万円返済し、配当金を46

百万円支払ったこと等により12億35百万円のキャッシュ・インとなりました。  

  

 現時点での業績予想につきましては、平成21年５月１日に発表いたしました予想数値に変更はありません。 

 なお、通期予想は第２四半期に計上いたしました関係会社株式評価損４億94百万円を含んでおりますが、株価の回

復により、当第３四半期において関係会社株式評価損戻入益を計上いたしました。しかし、期末までは株価の推移に

ついて不確実な要素を含んでいるため、当第３四半期における通期の業績予想修正は行いません。  

  

 影響額が僅少なものについては一部簡便な手続きを行っております。 

１．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規

則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法は、通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として

個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。なお、これによる損

益に与える影響はありません。 

３．所有移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期会計期間から早期適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額

をゼロとして算定する方法によっております。なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外リース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

- 1 -



「参考資料」 

前四半期にかかる財務諸表等 

 (１）（要約）四半期損益計算書  

   

科目 

前年同四半期
（自 平成19年10月１日 

至 平成20年６月30日） 

金額（千円） 百分比
(％) 

Ⅰ 売上高   4,608,075 100.0

Ⅱ 売上原価   3,270,623 71.0

売上総利益   1,337,452 29.0

Ⅲ 販売費及び一般管理費   935,091 20.3

営業利益   402,360 8.7

Ⅳ 営業外収益   25,326 0.6

Ⅴ 営業外費用   7,002 0.2

経常利益   420,684 9.1

Ⅵ 特別利益   －  

Ⅶ 特別損失   2,825 0.0

税引前四半期純利益   417,858 9.1

法人税、住民税及び事
業税 86,659    

法人税等調整額 73,233 159,892 3.5

四半期純利益   257,965 5.6
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（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

科目 
前年同四半期 

（自 平成19年10月１日 
至 平成20年６月30日）

  （千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 417,858 

減価償却費 78,050 

賞与引当金の減少額 △122,817 

役員賞与引当金の減少額 △11,000 

役員退職慰労引当金の増加額 2,275 

受取利息及び受取配当金 △6,119 

支払利息 332 

有形固定資産除却損 2,825 

売上債権の減少額 843,010 

たな卸資産の減少額 116,050 

仕入債務の減少額 △604,473 

その他 11,030 

小計 727,025 

利息及び配当金の受取額 7,155 

法人税等の支払額 △99,033 

営業活動によるキャッシュ・フロー 635,147 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △28,293 

無形固定資産の取得による支出 △7,822 

投資有価証券の取得による支出 △1,851 

投資事業組合からの分配による収入 2,015 

関連会社株式の取得による支出 △1,091,698 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,127,651 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △165,000 

自己株式の取得による支出 △13,232 

配当金の支払額 △96,211 

財務活動によるキャッシュ・フロー △274,443 

Ⅳ 現金及び現金同等物の減少額 △766,946 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 2,415,158 

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 1,648,211 
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     生産、受注及び販売の状況 

      (1）生産実績 

 （注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2）受注状況 

 （注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．当四半期の主要な輸出先及び輸出販売高及び構成比は、次のとおりであります。なお、（ ）内は総販売実

績に対する輸出販売高の割合であります。 

  

６．その他の情報

事業部門別 

前年同四半期 
（自 平成19年10月１日 

至 平成20年６月30日） 

当四半期 
（自 平成20年10月１日 

至 平成21年６月30日） 

前事業年度 
（自 平成19年10月１日 

至 平成20年９月30日） 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

電子機器事業 
4,034,808 92.5 1,692,824 85.6 5,360,463 92.0 

繊維機器事業 
329,505 7.5 284,504 14.4 466,969 8.0 

合計 4,364,314 100.0 1,977,328 100.0 5,827,432 100.0 

事業部門別 

前年同四半期 
（自 平成19年10月１日 

至 平成20年６月30日） 

当四半期 
（自 平成20年10月１日 

至 平成21年６月30日） 

前事業年度 
（自 平成19年10月１日 

至 平成20年９月30日） 

受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

電子機器事業 3,534,817 2,057,387 1,539,989 996,355 4,380,255 1,425,088 

繊維機器事業 319,872 121,935 148,556 24,953 508,003 237,151 

合計 3,854,690 2,179,322 1,688,545 1,021,309 4,888,259 1,662,240 

事業部門別 

前年同四半期 
（自 平成19年10月１日 

至 平成20年６月30日） 

当四半期 
（自 平成20年10月１日 

至 平成21年６月30日） 

前事業年度 
（自 平成19年10月１日 

至 平成20年９月30日） 

金額（千円） 
構成比
（％） 

金額（千円） 
構成比
（％） 

金額（千円） 
構成比
（％） 

電子機器事業 
4,290,269 93.1 1,968,722 84.5 5,768,007 93.7 

繊維機器事業 317,805 6.9 360,754 15.5 390,719 6.3 

合計 4,608,075 100.0 2,329,476 100.0 6,158,726 100.0 

輸出先 

当四半期 
（自 平成20年10月１日 

至 平成21年６月30日） 

金額 構成比 

  千円      ％ 

アジア・オセアニア 1,042,293  88.2  

北米 108,232  9.2  

欧州 30.562  2.6 

合計 
1,181,088  

（50.7）
100.0 
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